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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年4月12日(2012.4.12)

【公開番号】特開2009-284833(P2009-284833A)
【公開日】平成21年12月10日(2009.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2009-049
【出願番号】特願2008-141533(P2008-141533)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｂ  69/00     (2006.01)
   Ｂ６２Ｄ  11/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｂ  69/00    ３０２　
   Ｂ６２Ｄ  11/08    　　　Ｅ
   Ｂ６２Ｄ  11/08    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月24日(2012.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走行車体（２）と、該走行車体（２）の操縦席（３１）に設けた操向方向を決める操向
手段（３４）と、該操向手段（３４）の操作に連動して進行方向に向かって左右に設けら
れた走行推進体（１０，１１）の向きを変更できるステアリング機構（１７５，１８０な
ど）と、該ステアリング機構（１７５，１８０など）に連動して旋回内側の走行推進体（
１１）の駆動を断続的に入／切する旋回制御を実行する旋回連動機構（Ａ）と、走行推進
体（１１）の旋回外側の伝動軸回転数検出手段（２０５ａ）と、走行推進体（１１）の旋
回内側の伝動軸回転数検出手段（２０５ｂ）と、走行車体（２）の旋回時において、旋回
内側の走行推進体（１１）の駆動を旋回制御により断続的に入／切する周期を、旋回外側
の走行推進体（１１）の伝動軸回転数検出手段（２０５ａ）により検出される回転数（ａ
１）に応じて変更する制御装置（１６３）を備えた走行車両において、
　上記走行車体（２）には、その前後進の方向を検出する前後進検出手段（９０）を設け
、この前後進検出手段（９０）の後進検出信号を条件として上記制御装置（１６３）によ
り、走行車体（２）の旋回時において、旋回内側の走行推進体（１１）の駆動を断続的に
入／切する旋回制御を実行しない構成としたことを特徴とする走行車両。
【請求項２】
　苗植付装置（４）を昇降可能に装着し、旋回開始時に自動的に苗植付装置（４）を上昇
させるオートリフト機能を選択したとき、旋回内側の走行推進体（１１）の駆動を断続的
に入／切する旋回制御を実行する構成としたことを特徴とする請求項１に記載の走行車両
。
【請求項３】
　前後進検出手段（９０）の後進検出信号を条件として、旋回内側の走行推進体（１１）
の駆動を連続的に入とする構成としたことを特徴とする請求項１に記載の走行車両。
【請求項４】
　苗植付装置（４）を昇降可能に装着し、苗植付装置（４）を自動的に作動させて植付を
開始する制御を実行する自動植付開始モードを選択していないとき、旋回内側の走行推進
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体（１１）の駆動を連続的に切とする構成としたことを特徴とする請求項１に記載の走行
車両。
【請求項５】
　苗植付装置（４）を昇降可能に装着し、カム（２３１）の回動により揺動する左右のレ
バー（２３２、２３３）を、カム（２３１）の上下に各々設け、上下左右のレバー（２３
２、２３３）に各々操作ケーブル（２３４，２３５）を連結して４系統の操作ケーブルに
より４機の畦クラッチを制御する構成としたことを特徴とする請求項１に記載の走行車両
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の上記課題は次の解決手段で解決される。
　請求項１記載の発明は、走行車体と、該走行車体の操縦席に設けた操向方向を決める操
向手段と、該操向手段の操作に連動して進行方向に向かって左右に設けられた走行推進体
の向きを変更できるステアリング機構と、該ステアリング機構に連動して旋回内側の走行
推進体の駆動を断続的に入／切する旋回制御を実行する旋回連動機構と、走行推進体の旋
回外側の伝動軸回転数検出手段と、走行推進体の旋回内側の伝動軸回転数検出手段と、走
行車体の旋回時において、旋回内側の走行推進体の駆動を旋回連動機構により断続的に入
／切する周期を、旋回外側の走行推進体の伝動軸回転数検出手段により検出される回転数
に応じて変更する制御装置を備えた走行車両において、上記走行車体には、その前後進の
方向を検出する前後進検出手段を設け、この前後進検出手段の後進検出信号を条件として
上記制御装置により、走行車体の旋回時において、旋回内側の走行推進体の駆動を断続的
に入／切する旋回制御を実行しない構成としたことを特徴とする。
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